
文部科学省 「成長分野を支える情報技術人材の育成拠点の形成（enPiT2）」

enPiT2

開発紹介 工夫した点・苦労した点

プロダクト紹介

波情報を記録し、今後
行くサーフポイント
を選ぶ時に使えます。

共有ボタンを押すと、自分の記録した
サーフポイントを友人に共有することが
できます。

サーフポイントを作成すると、
位置情報が保存されます。どんな
ポイントでも経路案内によって、
迷わずに訪れることができます。

QRコード

サーフポイントを記録 友人とポイントを共有 現在地からナビゲーション

チームメンバー

熊埜御堂 元晴
内原 朝也
伊波 卓浩
与那嶺 東
上原 良太

Q. チームで工夫した点は？

A. チームみんながRalisを
触ったことがなかったため、
木曜日にモブプロを行い
基礎知識を身につけました。

Q. モブプロの良かった点は？

A. チームのプログラミング力
が均等に上がったため、
タスクを均等に振り分ける
ことができました。

Q. チームで苦労した点は？

A. プロダクトを３回変更したこと
です。
プロダクトを決定する際に、
自分達にとって便利なものを
作りたいと考えながらアイデア
出しを行なっていました。
しかし、既存のサービスとの
差別化を図ることが困難であり、
自分達にとって便利なもの
ではなく、アーリーアダプターの
確保が先決だと感じ、ターゲット
ユーザーを明確にした上で
プロダクトを決定しました。

訪れたサーフポイントの位置と
波情報が記録でき、その情報を
友人に共有することで新しい
サーフポイントに出会うことが
できます。サーフポイントまでの
ルートもわかり、自分で記録した
サーフポイント、共有された
新しいサーフポイントへ迷わずに
行くことができます。

サーフィンをしよう！
そのサーフスポットの
情報を記録しよう！

情報をもとに新しい
スポットへ行ってみよう！

サーフィン仲間に
情報を共有しよう！
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・マージ、調整
・デモ会
・振り返り
・プランニング

・ミーティング
・モブプロ

・リモート開発

・リモート開発
・進捗確認


